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【国・県・市町】
・水害リスク情報の公表
・土地利用や住まい方の工夫
・立地適正化 等

【国・県・市町】
・洪水予測
・洪水予報河川の指定
・雨水出水浸水想定区域の公表等
・水防活動時における情報共有・連携強化
・排水施設の稼働状況の一元的な共有に向けた検討
・小型浸水センサによる流域の浸水状況把握 等

中川・綾瀬川緊急流域治水 対策イメージ

○今次出水を踏まえ、自治体・県・国において以下のような対策（イメージ）を連携して検討し、緊急的に実施する
流域治水の取組としてまとめ、中川・綾瀬川流域における浸水被害の軽減を図る。
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河道掘削による流下断面の確保

堤防整備による流下断面の確保

【県・市町】
・貯留機能保全区域の指定
・田んぼダム
・校庭貯留 等
・農業用水路の活用 等

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

【市町】
・内水ポンプ新設・増強
・下水道（雨水）の整備
・調整池・貯留管の整備 等

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

被害の軽減、
早期復旧・復興のための対策

被害対象を
減少させるための対策

【国・県】
・河道掘削
・堤防整備
・調節池 等

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

本川

支川

支川
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流域治水の推進と特定都市河川（特定都市河川とは）

※令和４年度 水管理・国土保全局関係予算概要より引用 2



流域治水の推進と特定都市河川（特定都市河川とは）

※令和４年度 水管理・国土保全局関係予算概算要求概要より引用 3



中川・綾瀬川緊急流域治水 対策イメージ（特定都市河川指定）

○ 中川・綾瀬川流域では、農地が地先周辺の浸水拡大の抑制及び下流への流量低減等の治水上重要な雨水貯留効果を発揮。
○ 今後の流域治水の取組として、いかに農地等の保全と開発のバランスをとりつつ、貯留機能の向上やグリーンインフラとして

の活用を行い、安全なまちづくりを推進していくかが重要。
○ 特定都市河川の指定を行った場合の貯留機能保全区域制度の活用やまちづくり計画と整合を図った計画検討により、将来

にわたって流域の貯留機能の保全・向上を図っていくことが可能。
○ また、保全とあわせて田んぼダム等取組を実施する際には、昨今拡充されている交付金等の活用やスマート田んぼダム等の

先進的取組、環境学習、伝統産業の継承など、多面的な観点から推進を図る。

■特定都市河川の指定を行った場合の貯留機能の保全、田んぼダムによる貯留機能の向上

「貯留機能保全区域制度」 「田んぼダム」

×
水田で餌をとるサギ

環境 グリーンインフラ
としての活用

＜行田市の事例＞

引用：行田市忍川浸水対策連絡協議会 資料 4



冠水状況（関東・東北豪雨）かんがい期（水路部）

中川・綾瀬川緊急流域治水 対策イメージ（農業用水路の活用について）

○ 当該地域には、数多くの農業用水路があり、大雨前に事前放流することにより、雨水を一時的に貯留するように活用すること
も考えられる。
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三郷市半田地区

彦成川

大場川

合流点（二段式スライドゲート）令和元年度整備 事前放流状況（かんがい期）非かんがい期（ゲート部）

＜流域位置図＞

三郷市

先行事例（三郷市）

水路のほとんどが
用水と排水を兼用

かんがい期（４月下旬～８月下旬）
は、水路がほぼ満水

大雨が降ると水路から水が溢れ
道路冠水等が発生

水路の排水先（彦成川）に二段式のスライドゲートを令和元年度に整備
し、台風や大雨の前に農家組合と調整し、作物に影響のない範囲で、
事前に水路内の水位を低下させ、貯留ポケットを確保している。

対策

二段式のスライドゲートであるため、
水路内の水位調整がしやすい構造

大雨



中川・綾瀬川緊急流域治水 対策イメージ（排水機場の確実な操作性の確保）
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②河川水系統
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水 貯水槽（新規）
Ｐ

①上水系統

上 水

二次オートｽﾄﾚｰﾅ
（更新） 軸封部へ

三郷排水機場・三郷放水路

追加管路設置済箇所（R5.6月末）

更新

二次ｵｰﾄｽﾄﾚｰﾅ

【現状（更新・改良前）】 【更新・改良後イメージ】
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○ 令和５年台風台２号における三郷排水機場の一時停止を踏まえ、令和６年出水期までに塵芥処理能力の高い二次オートスト
レーナへの更新を実施するともに、排水機場の二次冷却系統のうち、軸封部への給水について河川水から上水道利用に変
更するための改良を実施予定。
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中川・綾瀬川緊急流域治水 対策イメージ（情報共有の在り方について）

○ 今次出水では、国、県、市町のホットラインで情報共有を行っていたものの、それぞれの排水施設の稼働状況をタイムリーに
把握することが現状で困難な状況。

○ このため、国、県、市町の排水施設の稼働状況等の情報について一元的に把握できるよう取り組む。当面は、国の施設の稼
動状況等について、令和６年出水期より関係機関への情報提供を行う。

■排水施設の稼働状況を一元的に共有するための検討

放
水
路

本川

支
川

凡例

排水機場

運転中

水門

休止中

全開

全閉

中間

水位観測所

■情報共有のイメージ

■災害対策室における情報共有



中川・綾瀬川緊急流域治水 対策イメージ（排水ポンプ場等の運転調整のルールについて）

○ 今次出水では、県の許可を受けて市町が設置した排水（内水）ポンプ場等の運転調整のルールについて総点検を行った。
また、必要に応じて、その都度見直し等を行う。

■排水（内水）ポンプ場の運転調整のルール等の点検

■排水（内水）ポンプ場の例

■出水時における排水ポンプ場の運転調整について

出典： 河川事業関係例規集（公益社団法人 日本河川協会） 8



中川・綾瀬川緊急流域治水 対策イメージ（浸水範囲の特定）
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